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　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）
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山梨県  第 1 代表
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［戦評］　記入者　： 村松　裕太
9:31 後半前半［試合時間］

所属　：

864
先

ＰＫ戦の経過 1

後

155

監督
高岡　健

前
半

ＣＫ

ＧＫ

試合所要時間 1:15

鹿島中学校 折笠　来紀

小澤　丞司

得点時間

GK1

得
点後

先
発

シュート
前 前

水下　聖大 ○

選手名

GK

番号位置番号

1

松本　隆康

No　,Rin

宇治原　拓也

OUT時間

延長前
1

位置選手名

試合形式 60-10-PK
湿度

藤澤　剛
24.6℃気温天候 曇り

平成26年8月9日 9:30

主審

　　後

日時

茨城県  第 1 代表

鹿嶋市立 鹿島中学校
後半

Kick off PK

ピッチ状態

会場名

副審１
第４審判

0 前半 0

風69%

入江　悠斗

○

ＰＫ

○

○

○

チーム合計

佐野　玲弥

直接FK

NO得点チーム

齋木　聖也

小菅　貴輝

FW

警告・退場
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後
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○

○
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右4CK 中9S(H)
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山梨県
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1－0
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得点者

前
半

ｼｭｰﾄ

32

競技運営
責任者

10:02

9

鹿島中のキックオフで始まった２回戦。立ち上がり、鹿島中⑪番のファーストシュートで試合のリズムを生み出す。対する甲府西中も、⑩番を中心に攻勢に出て、右サイド⑭番の突破でチャンスメイ

クする。前半６分、甲府西のFKから、⑩番が頭で合わせシュート。キーパーがはじき、⑨番がつめ決定機を演出するも、ゴールが割れない。両チーム、互いにDFラインでリスクマネジメントしながらも、

前線の選手を中心にチャンスメイクを続けたが、スコアレスで前半を折り返す。後半、それぞれ選手交代でゲームの主導権を握ろうとする。運動量に勝る鹿島中が、波状攻撃で押し込み、甲府西中

は次第にDFラインが下がり始める。そして、後半１５分、右CKから⑨番が頭で合わせ先制点を奪う。反撃に出たい甲府西中は、選手交代とシステム変更で攻撃に厚みをかける。しかし、堅い守りに

跳ね返され、決定機をつくれないまま試合終了。要所での試合巧者ぶりが光った鹿島中が準決勝進出を決めた。各県の第１代表の意地と意地がぶつかり合った好ゲームとなった。


